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期
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カ
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ッ
ト
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キ

ャ
ン
プ
集

団

の
構
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原
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い
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一
九

三

四
年

の

ケ

イ
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は
じ
め
に

　

伝
統
的
な

カ
ナ
ダ

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
社
会
を
居
住
集
団

の
観
点

か
ら
み
れ

ば
、
世
帯
集
団
や
複
数

の
世
帯
か
ら
な
る

キ
ャ
ン
プ
集
団
が
存
在

し
た
。

カ
ナ
ダ

の
中
部
極
北
圏

の
イ

ヌ
イ

ッ
ト
を
研
究
し
た
デ
イ
ピ

ッ
ド

・
ダ

マ

ス
[
一)
b
]≦
b
ω
　
μ
⑩
①
O
]

は
、
居
住

の
最
少
単
位
を
世
帯
、
そ

の
世
帯

の
集
合

か
ら
な
る
季
節
的

キ

ャ
ン
プ
集
団
を
狩
猟
集
団

(
げ
屋
葺
ぎ
αQ
　
σq
ε
口
℃
)

、

毎

冬
に
形
成

さ
れ
る
最
大

の
キ

ャ
ン
プ
集
団
を
バ

ン
ド

(げ
p
巳

)
、

い
く

つ
か
の
バ

ン
ド
を
含

み
、

一
つ
の
婚
姻
圏
を
形
成
す
る
社
会
的
範
囲
を
部

族

(貫
一び
①
)
と
呼

ん
だ
。
我

々
が
、

ネ

ツ
リ

ク

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
や

イ

グ

ル
ー
リ

ッ
ク

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
と
呼

ん
で
い
る
社
会
的
集
合
が

ダ

マ
ス
の
言

う

部
族

に
相
当
す

る
。

　
ダ

マ
ス
に
よ
る
と
、
極
北
地
帯

に
ホ

ッ
キ

ョ
ク
キ

ツ
ネ

の
毛
皮
交
易
が

導

入
さ
れ
、
確

立
を

み
た

一
九

一
〇
年
代

か
ら

一
九

五
〇
年
代

に
か
け
て

の
い
わ
ゆ

る
接
触
＝

伝
統
期

(
8
昌
冨
9
み
話
島
二
9

0
一

℃
9
凶o
傷
)
　
に

は
、

伝
統
的

な
社
会
単
位

に
変
化
が
見

ら
れ

た
と

い
う

[
U
>
§

ω
這
。。
。。
"

嵩
①
]
。

ダ

マ
ス
が
部

族
と
呼

ん
だ
社
会
的
集
合

は
存
続

し
た
も

の
の
、
バ

ン
ド
は
、
毛
皮
交
易

の

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ー

(
霞
巴

ぎ
σq

o
O
ヨ
ヨ
ニ
三
蔓

)

へ
取

っ
て
代

ら
れ
、
狩
猟
集

団
は
、
狩
猟
＝

ワ
ナ
猟

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
集

　
　
　
　
　
　
(1
)

団

へ
と
変
化

し
た

[
隷
ミ
.
"置
①
]
。

　
本
稿

で
は
、
筆
者
が
調
査
を
実
施
し
た
北

ケ
ベ

ッ
ク
の
ケ
イ
プ

・
ス
ミ

ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
の
接
触
＝

伝
統
期

に
お
け

る
季
節
的

キ
ャ
ン
プ
集

団
の

構
成
上

の
年
周
期
的
変
化
を
記
述

し
、
そ

の
構
成
原
理
を
究
明
し
て

み
た

い
。
な
お
、
ダ

マ
ス

[
H》
P
言
b
ω
　
H
O
①
O
匂μ
O
o◎
c◎
]
は
、
冬
期

の
キ
ャ
ン
プ
集

団

を
バ

ン
ド
、
他

の
季
節

の
キ

ャ
ン
プ
集
団
を
狩
猟
集
団
と
区
別
し
て

い
る

が
、
そ

の
区
別
を
妥
当
化
す

る
根
拠

は
な

い
た

め
、
本
稿

で
は
、
ダ

マ
ス
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の
言
う
バ

ン
ド
も
狩
猟
集

団
も
季
節
的

(
夏
や
冬
)

キ

ャ
ン
プ
集

団
と
呼

ぶ
こ
と

に
し
た

い
。

ニ
　

ケ
イ
プ

・
ス
ミ

ス

・
イ
ヌ
イ

ッ
ト
の
歴
史
的
背
景

と
概

況

　
本
稿

で
指

す

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
と

は
、

一
九

二
〇
年

頃

か
ら

一
九
五
五
年

頃
ま
で
、
北

は
ク

ー
ビ

ッ
ク

(
国
口
舜
く
涛
)

か
ら
南

は

マ

ニ
ー

ッ
イ

ッ
ト

(竃
⇔
旨
一一仲己
[一け)

に
至

る
領
域

で
生
活
を

営
み
、
主

に
、

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス
島
上

に
あ

っ
た

ハ
ド

ソ

ン
湾
交
易
所

で
ホ

ッ
キ

ョ
ク
キ

ツ
ネ

の
毛
皮
交
易
を
行
な

っ
て
い
た
イ

ヌ
イ

ッ
ト
の
総
称

で
あ

る

(
地
図

1
)
。

　

ケ
イ
プ

.
ス
ミ
ス
地
域

に
は
、
今

世
紀
初
頭
以
前

に
、
イ

ヌ
イ

ッ
ト
が

住

ん
で
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
が

[
冨
自
$
回角
N
目
O
Q。
緊。
]
、

一
九

一
〇

年

代

に
は
、
特
定

の
イ
ヌ
イ

ッ
ト
集
団
が

こ
の
地
域
を
主
要
生
活
領
域
と

は

し
て
い
な

か

っ
た
。
も
と
も
と

は
二

つ
の
異
な

る
地
域

に
住

む
イ

ヌ
イ

ッ

ト
集
団
が
、

一
九

一
〇
年
代
以
降

に
こ
の
地
方

に
導

入
さ
れ

た
イ

ヌ
イ

ッ

ト
と
白
人
と

の
間

の
毛
皮
交
易

の
影
響
下

で
、

ホ

ッ
キ

ョ
ク
キ

ッ
ネ
猟

お

よ
び

ア
ザ

ラ

シ
猟

の
よ
り
良

い
狩
場

を
求

め
て
移
動

し
た
結
果
、
ヶ
イ
プ

・

ス
、ミ
ス
地
域

に
住

み

つ
き

は
じ
め
た
。
す

な
わ
ち

一
つ
の
グ

ル
ー
プ

は
、

一
九
〇
九
年

に

ハ
ド

ソ
ン
湾
交
易

会

社

(口
巳

8
昌
.。・
切
螢
く

O
。
旨
饗

塁

以
下
H

B
C
と
略
称
)
が
北

ケ
ベ

ッ

ク

の

ウ

ォ

ル

ス

テ

ン

ホ

ル

ム

(ぐ
弔
o
『
け0
5
ゲ
巳
ヨ
o
)

へ
進
出

し
た

の
を
契
機
と

し
て
、

ウ

ン

ガ
パ
湾

に

あ

る
カ

ン
ギ

ス
ジ

ュ
ア

ッ
ク

(溶
き

σq
討
二
冒
夢

)
付
近

か
ら
北
上
、

そ

し

て
西
進

し
、
現
在

の
イ
ブ
イ
ビ

ッ
ク

(
7
ε
三

犀
)

村
付
近

へ
と
移
動

し

て
き
た
。

一
九

一
二

年

に
ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス
島

の
近
く

に
H
B
C
の
交
易

所

(
こ
れ
は

一
九

二
〇
年
代
後
半

に
ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス
島
上

へ
と
移
さ
れ

た
)
が

設
立
さ
れ
た

の
を
機
に

、
そ

の
イ

ヌ
イ

ッ
ト
の
グ

ル
ー
プ
は
西
側

沿
岸
を
さ
ら

に
南
下
し
、
も
う

一
つ
の
イ

ヌ
イ

ッ
ト
集
団
は
ポ
ブ

ン
グ

ニ

ツ

ッ
ク

(
℃
o
<
§

αq
巳
け鼻

)
以
南

の
地
域

か
ら
北
上

し
、

北

限

は
ク

ー

ビ

ッ
ク
か
ら
南
限
は

マ
ニ
ー
ッ
イ

ッ
ト
に
及
ぶ

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス
地
域
を

主
な
生
活

領
域
と
す
る
よ
う

に
な
り
、

そ
こ
で
狩
猟

・
漁
携

や
毛
皮
獣

の

ワ
ナ
猟

に
従
事

す
る
よ
う

に
な

っ
た

[
岸

上
　

一
九

八
八
、

一
〇

六
-

一

〇
七
]
。

一
九
五

一
年

に
、

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス
島
上

に
あ

っ
た
交
易
所

は

閉
鎖
さ
れ
、
現
在

の
ボ
ブ

ン
グ

ニ
ツ
ッ
ク
村
付

近

に
移
転

さ
れ
た
こ
と
や
、

連

邦
政
府

の
結
核
撲
滅

計
画
に
よ

っ
て
カ

ナ
ダ
南
部

の
都

市
に
あ
る
病
院

へ
と
強
制

収
容
さ
れ
た
病
人

の
帰
り
を
待

つ
た
め
に
、

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
は
、

一
九
五
〇
年
代

の
半
ば

に
、
北
方
行
政

の
中

心
地

の

一
つ
で
あ

っ
た
ボ
ブ

ン
グ

ニ
ツ
ッ
ク
付

近

へ
と
移
住
を
余
儀

な
く
さ
れ
た

[
前

掲
書

、

一
〇

七
]
。

　

一
九

二
〇
年

頃
か
ら

一
九
五
五
年
頃

ま
で

の
期
間

は
、

ダ

マ
ス
が
伝

統

睦
接

触
期
と
呼
ん
だ
時

期

に
相
当

し
、

ケ
イ
プ

・
ス
ミ

ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト

は
毛
皮
交

易
の
影
響
下

に
お
か
れ

つ
つ
も
、

カ
ナ
ダ
連
邦
政
府

に
よ
る
政

治
統
合

の
影
響

は
弱
く
、
キ

ャ
ン
プ
集

団
を
社
会

・
経
済
単
位
と

し
、

い

ま
だ
に
移

動
生
活

を
送

っ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が

ら
H
B
C

の
交
易

人
と

の
毛
皮
交
易

は
無
視

で
き

な

い
ぐ

ら
い

の
影
響
を
イ

ヌ
イ

ッ
ト

の
生

活
に
与

え
た
。
交

易
人

は
、
極

北
地
帯

で
は
、

一
一
月

か
ら
翌
年

の
四
月

に
か
け
て
毛
皮

の
色
合

の
よ
く

な
る
ホ
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ッ
キ

ョ
ク
キ

ツ
ネ

の
毛
皮
や

ア
ザ
ラ

シ
の
毛
皮
を
イ

ヌ
イ

ッ
ト
か
ら
購
入

し
よ
う
と
し
た
。
交
易
人
は
、
前

年

の
イ

ヌ
イ

ッ
ト
の
ワ
ナ
猟

の
実
績
を

見
積

り
、

ワ
ナ
猟
期
が
始
ま
る
前

に
、
キ

ャ
ン
プ
や
狩
猟

の
準
備

の
た
め

に
、
イ

ヌ
イ

ッ
ト
の

ハ
ン
タ
ー
に
前
貸

を
し
た
り
、

ワ
ナ
具
を
与

え
た
り

し
た
。
イ

ヌ
イ

ッ
ト
は
、
そ

の
前
金
で
キ

ャ
ン
プ
生
活

に
必
要
な
品
を
購

入
し
、
秋
お
よ
び
冬
キ

ャ
ン
プ

へ
出
た
。
冬
期

に
、
イ

ヌ
イ

ッ
ト

は
、

ホ

ッ
キ

ョ
ク
キ

ツ
ネ
を

ワ
ナ
で
と
り
、
そ

の
毛
皮
を
、
何
回
か
交
易
所

に
持

ち
込
み
、
前
借
り
を
返
済
し
て

い
く
と
と
も

に
、
小
麦
粉
や
紅

茶
な
ど

の

食
料
品
、
衣
類
や
服
地
そ
し
て

ラ
イ

フ
ル
や
弾
薬
な
ど
狩
猟
道
具
を
購
入

し
た
。
北

ケ
、、ヘ
ッ
ク
の
イ

ヌ
イ

ッ
ト
が

こ
の
毛
皮
交
易

に
積
極
的

に
参
加

し
た

の
は
、

一
九

一
〇
年

に
入

っ
て
か
ら
で
あ

っ
た
が
、
以
降
、

一
九
五

〇
年
代
半
ば
ま

で
、

ホ

ッ
キ

ョ
ク
キ

ッ
ネ

の
ワ
ナ
猟

は
、
冬
場

の
中

心
的

F

な
生
業
活
動

の

一
つ
と
な

っ
た
。

三
　
狩
猟
ー
採
集
活
動
と
ワ
ナ
猟

　

極
北
地
帯

の

一
年

は
、

ほ
ぼ
冬
と
夏
と

い
う

二
つ
の
季
節
か
ら
成
る
が
、

こ

の
季
節

の
移
行
は
、
自
然
環
境
や
動
物

の
分
布

の
周
期
的
な
変
化
を
意

味

す
る
。

そ
し
て
、
イ

ヌ
イ

ッ
ト
の
生
業
活
動

の
形
態
も
季
節

毎

に
周
期

的

に
変

化
す
る
。

イ

ヌ
イ

ッ
み
に
よ
る
と
、
冬

(暮

ミ
S

は
、

一

一
月

か
ら
翌
年

の
四
月
ま
で
続
き
、
春

(愚

§
讐

諜
寒
)
は
四
月
、
五
月
、
夏

(
§

§
oq
寒
)

は
六
月
か
ら
八
月
ま
で
、
秋

(
§

ミ
神
罫
S

は
九
月

か
ら

　
　

　
　
　
　
　
　

(2
)

一
一
月
半
ば
ま
で
で
あ
る
。

　

ケ
イ
プ

.
ス
、・・
ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
に
と

っ
て
、
特

に
重
要
な
食
料
資
源
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は
、

周

辺

で

一
年

中

と

れ

る

ワ

モ

ン
ア

ザ

ラ

シ
、

夏

場

の

シ

ロ
イ

ル
カ
と

セ
イ

ウ

チ
、

夏

か

ら
秋

に

か

け

て

の

ホ

ッ
キ

ョ
ク

イ

ワ

ナ

で
あ

っ
た
。

次

に
、

ケ

イ
プ

・
ス

ミ

ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト

の

一
年

の
生

業

活

動

を

概

観

し

て

み

よ

う
。

　

A

秋

(
九
月
1

=

月
半
ば
)

　
秋

期

に
重
要

な
動
物

・
魚
類

は
、

ワ
モ
ン
ア
ザ
ラ

シ
、

カ
リ
ブ

ー
や

ホ

ッ
キ

ョ
ク
イ

ワ
ナ
、
湖

や
川

に
い
る
魚

(
イ

ワ
ナ
、

コ
ク
チ

マ
ス
、
陸
封

性

ホ
ッ
キ

ョ
ク
イ

ワ
ナ
)

な
ど
で
あ

っ
た
。

ワ
モ
ン
ア
ザ

ラ
シ
は
、

カ
ヤ

ッ
ク
か
ら
ラ
イ

フ
ル
と
鈷

を
使

っ
て
捕

る
個
人
狩
猟
で
あ

っ
た
。
カ
リ
ブ

ー
は
、
当
時
、

こ

の
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
捕
獲

で
き

な
か

っ
た
が
、

こ
の

時
期

の
カ
リ
ブ
ー

の
毛
皮
は
、
冬

服
や

マ
ッ
ト

レ
ス
を

つ
く
る

の
に
最
適

で
あ

っ
た
。
魚
類

は
、
網
漁

や
釣

な
ど
個

人
漁
携

で
捕
獲

さ
れ
た
。

　
他

に
食

料
が

な

い
時

に
は
、

タ
ラ
や
カ
ジ
カ
が
沿
岸
部

で
釣

ら
れ
、
食

料
と

さ
れ

た
。

　
以
上

の
よ
う

に
、
秋

期

の
狩
猟

・
漁
携
活
動

は
、
個

人
的

な
活

動
で
あ

っ
た
。

　
B
　

冬
場

(
階
繭
月
半
ば
ー

四
月

)

　
冬
期

の
中
心
的
な
経
済
活
動

は
、

ワ
モ

ン
ア
ザ
ラ

シ
の
呼
吸
穴

を
利

用

し
た
狩
猟

(以
下
、
呼
吸
穴
猟
と
略
称
)
と

ホ

ッ
キ

ョ
ク
キ

ツ
ネ

の
ワ
ナ

猟

(以
下
、

ワ
ナ
猟
と
略
称
)

で
あ

っ
た
。
時
折
、

シ
目
ク

マ
、

ホ

ッ
キ

ョ
ク
ウ
サ
ギ
、
イ

ワ
ナ
、

コ
ク
チ

マ
ス
や
陸
封
性

ホ

ッ
キ

ョ
ク
イ

ワ
ナ
を

取

っ
た
り
し
た
が
、

こ
れ
ら

の
動
物
、
魚
類
は
、
副
次
的
な
食
料
源
で
あ

っ
た
。

　
呼
吸
穴
猟
自
体

は
、
集
団
猟
で

は
な

い
が
、
海
氷
上

に
散
在
す
る

ア
ザ

ラ
シ
の
呼
吸
穴
を
見

つ
け
、
そ
れ
を
見
張
る
た

め
に
は
、

一
時

に
多
数

の

ハ
ン
タ
ー
を
必
要
と
し
た
点
で
、

一
種

の
集
団
猟
と
言
え
る
。

一
方
、

ワ

ナ
猟

は
、

二
人

一
組

か

一
人

で
行
な
う
極

め
て
個
人
的
な
猟

で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
注
意

し
て

お
く
必
要
が
あ
る

の
は
、

ア
ザ

ラ
シ
の
肉

は
、
主
要
な

食
料
と
な

る
が
、

ホ

ッ
キ

ョ
ク
キ
ツ
ネ

の
そ
れ

は
そ
う

で
は
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

ホ

ッ
キ

ョ
ク
キ
ッ
ネ

は
、
主

に
、
毛
皮
交
易

の
た

め
に
捕

獲
さ
れ

た
の
で
あ

る
。

　
冬
期

の
経
済
活
動

の
パ
タ
ン
は
、

三
つ
存
在
し
た

[
国
目ω
臼
牢

冒
目

お

。。
昌
。

夏
場

に
多
量

の
冬
用
食
料
を
蓄
え
る

こ
と
が
で
き
た
場
合
、

イ

ヌ

イ

ッ
ト
は
、
自
分
た
ち
や

ソ
リ
犬

の
食
料
を
心
配
す
る

こ
と
な
く
、
冬
期

に
ワ
ナ
猟

に
専
念

で
き
た
。
そ
し
て
必
要
な
時

に
の
み
、
呼
吸
穴
猟

に
従

事

し
た
。

こ
の
経
済

パ
タ
ン
を

ワ
ナ
猟
重
点
型
経
済

パ
タ
ン
と
呼

ん
で

お

く
o

　
夏
場

に
、
十
分
な
冬
用
食
料
を
貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、

冬
場

に
多
数

の
ホ

ッ
キ

ョ
ク
キ

ツ
ネ
が

い
る
場
合

に
は
、
イ

ヌ
イ

ッ
ト
は
、

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス
島
周
辺

か
秋

キ
ャ
ン
プ
地

の
近
く
で
呼
吸
穴
猟

に
従
事

し
、
か

つ
ワ
ナ
猟

に
出
か
け
る
。

こ

の
よ
う
な
場
合

に
は
、
呼

吸
穴

猟
も

ワ
ナ
猟
も
同
程
度

に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
こ

の
経
済

パ

タ

ン
を
呼
吸
穴
猟
1ー

ワ
ナ
猟
均
衡
型
経
済
パ

タ
ン
と
呼
ん
で
お
き
た

い
。

　
夏
場

の
海
獣
猟
が

不
猟
で
あ
り
、
か

つ
ホ

ッ
キ

ョ
ク
キ

ツ
ネ
も
あ
ま
り
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(3
)

見
ら
れ
な

い
場
合

に
は
、
冬
場

に
イ

ヌ
イ

ッ
ト
は

ケ
イ
プ

・
ス
ミ

ス
島

に

集
ま
り
、
そ
し
て
呼
吸
穴
猟

に
従
事

し
、
時
折
、

ワ
ナ
猟

に
出

か
け
る
。

こ
の
場
合
、
呼
吸
穴
猟
が
中
心
的
な
生
業
と

な
る
の
で
、

こ
の
経
済

パ

タ

ン
は
、
呼
吸
穴
重
点
型
経
済

パ
タ

ン
と
呼

ん
で
お
く
。

　

イ
ヌ
イ

ッ
ト
は
、
そ

の
年

々
の
状
況

(
夏
場

の
海
獣
猟

の
成

果
と
冬
場

の
キ
ッ
ネ

の
数
)

に
応
じ
て
、
三

つ
の
経
済
活
動

パ
タ

ン
の
う

ち

の
い
ず

れ

か
を
と

っ
た
。

　
C
　
春

(
四
月
ー

五
月
)

　
春

に
は
、
固
定
氷

の
ふ
ち

(
一8

巴
σQ
。
。。
)

で
の
ア
ザ
ラ

シ
狩
猟
を
行

な

っ
た
り
、

日
光
浴
中

の
ア
ザ

ラ

シ
を
と

っ
た
り
し
た
。
春

の
ア
ザ

ラ
シ

猟

は
最

も
生
産
的

で
あ

り
、
余
剰

は
す

べ
て
冬

の
た
め
に
積

み
石
貯

蔵
構

(
s
oゴ
o
)

に
蓄

え
ら
れ
た
。

ま
た
、

こ
の
季
節

に
は
、

湖

の
氷
上

か
ら

イ

ワ
ナ
、

コ
ク
チ

マ
ス
や
陸
封
性

イ
ワ
ナ
を
と

っ
た
り
し
た
。

こ
れ
ら

の

狩
猟

や
漁
携

は
集

団
猟
と

い
う

よ
り
も
個
人
猟

で
あ

っ
た
。

　
D
　

夏
場

(
六
月
ー

九
月
)

　

ケ
イ
プ

・
ス
ミ

ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
は
、
夏

に
は
多
種

の
海
獣
や
魚
類
な

ど

を
捕
獲

し
た
り
、
鳥

の
卵
や
野
イ
チ
ゴ
な
ど
を
採
集
し
た
。

　
彼
等

は
、

カ
ヤ

ッ
ク
を
利
用
し
た
海
上

で
の
ア
ザ

ラ
シ
猟

(
個
人
猟
)

以
外

に
、

シ
ロ
イ

ル
カ
や

セ
イ
ウ

チ
を
取
る
た

め
の
集
団
猟
を
行
な

っ
た
。

シ

ロ
イ

ル
カ
や

セ
イ
ウ

チ
の
余
剰
肉

は
、
冬
期

の
食
料
用

に
貯
蔵

さ
れ

た
。

ま
た
、

こ
の
季
節

に
は
、

シ

ロ
ク

マ
や
カ

リ
ブ

ー
な
ど
陸
獣
を
と

る
こ
と

も
あ

っ
た
が
、

こ
れ

ら

の
狩
猟

は
個
人
猟

で
あ

っ
た
。

　

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス
地
域

で
は
、

ホ

ッ
キ

ョ
ク
イ
ワ
ナ
が
特

に
豊
富

で
あ

り
、
主
要
な
食
料
源
と
な

る
が
、

こ
の
時
代

に
は
、
個
人
的
な
網
猟
が
行

な

わ
れ

て
い
た
。

ま
た
、

タ
ラ
や
カ
ジ
カ
が
釣

ら
れ
、
補
助
食
や
非
常
食

と

さ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
。

　

六
月
半
ば

か
ら
七
月
半
ば

に
か
け

て
は
、

イ
ヌ
イ

ヅ
ト
は
、

ケ
ワ
ダ

ガ

モ
の
卵
を
採
集

し
た
り
、

七
月

か
ら
九
月

に
か
け

て
は
、
野

イ
チ
ゴ
づ

み

を
行
な

っ
た
。

こ
れ

ら
の
採
集
活
動

は
、
極

め
て
個
人
的
な
活
動

で
あ

っ

た
。
　
以
上

か
ら
、

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス
社
会

で
は
、
冬
と
夏

の

一
時
期

に
は
集

団
猟
が
行
な
わ
れ
、
他

の
季
節

に
は
、
主

に
個
人
猟
が
行
な
わ
れ

て
い
た
。

三
　

ケ
イ

プ

・
ス

ミ

ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト

の
居

住

集

団

　
北

ケ
ベ

ッ
ク

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
社
会

で
は
、

一
九

一
〇
年
代

に
は
じ
ま

る

接
触

11
伝
統
期

に
入
り
、
伝
統
的
な
生
業

の
年
周
期
や
社
会
形
態

に
変
化

が

見
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
、

一
九

三
四
年

の
ケ
イ
プ

・
ス
、ミ
ス

・
イ
ヌ
イ

ッ
ト

の
事

例
を
用

い
て
、

キ

ャ
ン
プ
集
団

の
季
節
的
な
変
化
を
(
1
)
キ

ャ

ン
プ
地
、

(
2
)
期

間
、

(
3
)
規
模

お
よ
び

(
4
)
構
成

の
四

つ
の
点

に
焦
点

を
合
わ
せ
な
が

ら
、
記
述

し
て
み
た
い
。
な

お
、

こ
の
デ

ー
タ
は
、

ケ
イ

プ

・
ス
ミ
ス
の
H
B
C
交

易
所

の
記
録
と
筆
者

の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査

に

　
　
　
　
　
(
4
)

基
づ

い
て

い
る
。
大

別
す

れ
ば
、
秋

キ

ャ
ン
プ
、
冬

キ
ャ

ン
プ
、
春

キ

ャ

ン
プ
、
お

よ
び
夏
キ

ャ
ン
プ
が

存
在
し
た
が
、
便

宜
上
、
秋

キ

ャ
ン
プ

か

ら
記
述
を

は
じ

め
た

い
。
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A
　

秋

キ

ャ
ン
プ

集

団

　

九

月

も

終

り

に
近

づ

き

、

ケ

イ
プ

・
ス

ミ

ス
島

周

辺

で

の

ホ

ッ
キ

ョ
ク

イ

ワ

ナ
漁

が

終

る
と

、

イ

ヌ
イ

ッ
ト

た

ち

は
、

小

規

模

の

グ

ル
ー
プ

に
分

れ

て
秋

キ

ャ

ン
プ

地

へ
と

向

っ
た

。

　

秋

キ

ャ

ン
プ

地

は
、

北

か
ら

ク

ー
ピ

ッ

ク

(内
目
ロ
く
涛

)
、

イ

ヤ

イ

ツ

イ

ッ
ト

(
ご
帥
埠
ε

搾
)
、

ウ

ガ

シ
ウ

ビ

ッ
ク

(q
⊆
αq
鎚

。自置
く
涛

)
、

ナ

イ

ト

・

ハ
ー
バ

ー

(囚
昌
一σq
露

寓
錠

び
o
霞

)

1

お

よ

び

2
、
　
ク

!

ラ

ッ
ク
ーー

ヒ

ン
グ

ア

ッ
ク

(
国
¢
仁
冨

ρ
・O
言
αq
爵

ρ
)

お

よ

び

マ

ニ

ー

ッ

イ

ッ
ト

(
ζ

螢
一P
一一けdF一け)

の
七

地

区

で

あ

り

、

こ

の
七

地

区

は
、

ワ

ナ
猟

を
行

な

う

ベ

ー

ス

キ

ャ

ン
プ

地

で
も

あ

っ
た

(
地

図

1
)

。

　

イ

ヌ
イ

ッ
ト

は
、

通

常

、

九

月

末

頃

か
ら

、

雪

が

積

り

は

じ

め

る

一

一

月

頃

ま

で

秋

キ

ャ

ン
プ

地

で

過

し

た

。

こ

こ
で

は
、

キ

ャ

ン
プ

地

の
地

名

を

と

っ
て

、

そ

れ

ぞ

れ

の
キ

ャ

ン
。フ
集

団

を

ク

ー
ビ

ヅ
ク
秋

集

団

、

イ

ヤ

イ

ッ
イ

ッ
ト
秋

集

団

、

ウ

ガ

シ

ウ
ビ

ッ
ク
秋

集

団

、

ナ

イ

ト

・

ハ
ー
バ

ー

秋

集

団

1
お

よ

び

2
、
ク

ー

ラ

ッ
ク
"
ヒ

ン
グ

ア

ッ
ク
秋

集

団

お

よ

び

マ

ニ

ー

ッ
イ

ッ
ト
秋

集

団

と

呼

ん

で

お
く

が

、

各

集

団

の
構

成

員

数

は
、

そ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(5
)

そ

れ

、

=

二
名

、

二
〇

名

、

約

一
〇

名

、

一
九

名

、

一

一
名

、

一
〇

名

お

よ
び

五

名

で

あ

っ
た

。

　

ク

ー
ビ

ッ
ク
秋

集

団

の

キ

ッ
ン
プ

構

成

は
図

1

の
秋

キ

ャ

ン
プ

3

に

示

す

通

り

で

あ

り

、

三
世

帯

か
ら

成

っ
て

い

た
。

各

世

帯

は
、

核

家

族

か

ら

構

成

さ

れ

て

い

た
。

三
世

帯

の
う

ち

二

人

の
世

帯

主

は

兄
弟

(
2

と

3
)

で

あ

り

、

こ

の

二
人

は

、

世

帯

1

の
世

帯

主

の
母

親

と

義

理

の
兄

弟

姉

妹

関
係

に
あ

っ
た
。

こ
の
集
団

は
、
兄
弟
関
係
と
義
理

の
兄
弟
姉
妹
関
係
を

中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
て

い
た
。

　

イ
ヤ
イ

ッ
イ

ッ
ト
秋

集
団

の
構

成
は
図
1
の
秋
キ

ャ
ン
プ
2

に
示
す
通

り
で
あ
り
、
四
世
帯

か
ら
成

っ
て

い
た
。

こ

の
表
を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、

も
と
も
と
は

一
つ
の
核

家
族
を
構
成
し
て

い
た
が
、
父
親
が
死
去
し
、
男

性

の
子
供
が
成

人
し
、

世
帯

を
か
ま
え
た
こ
と
が

わ
か
る
。

こ

の
秋

集
団

は
、

一
種

の
拡
大
家

族
か
ら
形
成

さ
れ
て
お
り
、
兄
弟
関
係
が

集
団
形
成

の
基
盤

と
な

っ
て

い
た
Q

　

ウ
ガ

シ
ウ
ビ

ッ
ク
秋

集
団

(秋

キ

ャ
ン
プ
ー
)

は
、
且
B
C
交
易
所

の

記
録

に
よ
る
と
、

四
世
帯

か
ら
構
成

さ
れ
て
い
た
ら
し

い
が
、

イ

ン
タ
ピ

ュ
ー
か
ら
は

一
世
帯

に
関

し
て
情

報
を
得

ら
れ
な
か

っ
た
た
め
、

こ
の
不

明
世
帯

(便

宜
上
、

世
帯

11
と
呼
ん
で
お
く
)

は
図
1

に
は
記
載
し
な

か

っ
た
。
世
帯

8
、

9
、

10
か
ら
得
ら
れ
た
デ

ー
タ
に
基
づ

い
て

い
う
な
ら

ば
、

こ

の
秋

キ

ャ
ン
プ
集
団
は

一
つ
の
拡

大
家
族
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

そ

の
中
核
的
関
係

は
世
帯
主
9
と
10

の
親
子
関
係
や
世
帯
主
9
と
8

の
義

理

の
親
子
関
係
す
な
わ

ち

ニ
ガ
ウ

(ミ
蕊
oq
§

神
)

関
係
で
あ

っ
た
。

ヶ
イ

プ

・
ス
ミ
ス
社
会
で
は
、
通
常
、
父
-
息
子
関
係
と
兄
弟

関
係
が

社
会

・

経
済
的

に
重
要
な
関
係
で
あ

っ
た
が
、
秋
キ

ャ
ン
プ
ー
で
は
世
帯
主
9
と

8

に
み
ら
れ
る
義
理

の
父
i
息
子
関
係
も
重
要
で
あ

っ
た
。

ニ
ガ
ウ
関
係

に
は
、
男
性

エ
ゴ
と
彼

の
娘

の
夫
と

の
関
係
、
男
性

エ
ゴ
と
彼

の
メ
イ

の

夫
と

の
関
係
、
男
性

エ
ゴ
と
彼

の
姉
妹

の
夫
と

の
関
係
、

二
人
以
上

の
男

性
が
姉
妹
と
結
婚
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
る
義
理

の
兄
弟
関
係
や

男
性

エ
ゴ
と
彼

の
女
性

の
第

一
イ

ト

コ
の
夫
と

の
関
係
等
が
含
ま
れ
て

い
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る
Q
こ
れ
ら

の

ニ
ガ
ウ
関
係

は
血

の
つ
な
が

っ
た
親

子
関
係

や
兄
弟

関
係

が
弱
か

っ
た
り
、
存
在
し
な

い
よ
う
な
場
合

に
は
、
キ

ャ
ン
プ

集
団
を
構

成
す
る
た
め

の
中
核

的
な
関
係
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
。

　

ナ
イ

ト

・
ハ
ー
バ

ー
秋
集
団
1

の
構
成

は
、

図
1

の
秋

キ

ャ
ン
プ

4
に

示
し
た
通
り
で
あ
り
、

三
世
帯
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
た
。

世
帯

12
は
、
も

と
も
と
は
異
な
る

二
つ
の
核
家

族
か
ら
形
成

さ
れ

て
い
た
が
、

こ
れ
ら

の

核

家
族

の
家
長

(
一
人
は
死
去
)

は
、
も

と
も
と
狩
猟
パ

ー

ト

ナ

ー

で

あ

っ
た
上

に
、
こ
の

二
つ
の
核
家
族

は
婚
姻

を
介

し
て
結

び

つ
い
て

い
た
。

世
帯
12
と
13
と

の
間
に
は
、
兄
妹
関
係
が
存

在
し
て

い
た
。

従

っ
て
、

こ

の
集
団
は
、
親

子
関
係
、

兄
妹
関
係

お
よ
び
婚
姻
関
係

を
基
盤
と

し
て
形

成
さ
れ
て

い
た
。

　

ナ
イ
ト

・
ハ
ー
バ
ー
秋
集

団
2

の
構
成

は
、

図
1

の
秋

キ

ャ
ン
プ
5
に

示
す
通
り
で
あ
る
。

こ

の
キ

ャ
ン
プ

は

二
世
帯
か
ら
成

っ
て
い
る
が
、

一

つ
の
拡
大
家
族
か
ら
形
成

さ
れ
て
い
た
。

こ
の
集

団
の
中

心
的
関
係

は
、

親

子
お
よ
び
兄
弟

関
係

で
あ

っ
た
。

　

ク

ー
ラ
ッ
ク
ーー

ヒ
ン
グ

ア
ッ
ク
秋
集

団
の
構
成

は
、

図
1
の
秋

キ

ャ
ン

プ

6
に
示
す

通
り
で
あ
り
、
三
世
帯

か
ら
形
成

さ
れ
て
い
た
。

こ
の
集

団

構
成

は
、

一
つ
の
拡

大
家
族

の

一
部

と
も
言
え
る
が
、
そ

の
中

心
的
関
係

は
、
姉
妹
と
結
婚

し
た

二
人

の

ハ
ン
タ
ー
と
そ

の
姉
妹

の
兄
と

の
間
の
義

理

の
兄
弟
関
係

(ミ
遷
oq
§

趣
関
係
)

で
あ

っ
た
。

　

マ

ニ
ー

ツ
イ

ッ
ト
秋
集

団

の
構
成

は
、

図
1

の
秋
キ

ャ
ン
プ

7
に
示
す

通
り
で
あ
り
、

一
世
帯

の
み
か
ら
形

成
さ
れ
て

い
た
。
こ

の
集
団
は
、

一

つ
の
核

家
族

か
ら
成
り
、
親
子
関
係
が
中
核
的
な
関
係

で
あ

っ
た
。

　
要
約
す

れ
ば
、
秋

キ

ャ
ン
プ
集

団
の
平
均
構
成
世
帯
数

は
、

二

・
七
世

帯
で
、

平
均
構
成
員
数

は
、

=

丁

六
人
で
あ

っ
た
。

七
事

例
中

五
例
で

は
、
親

子
関
係

や
兄
弟

姉
妹
関
係
が

中
心
的
関
係

で
あ

り
、

二
例
で
は
婚

姻

に
よ

っ
て
形
成

さ
れ

た

い
わ
ゆ
る
義

理
の
兄
弟
関
係

や
親

子
関
係
す

な

わ
ち

ニ
ガ
ウ
関
係
が
中

心
的
関
係

で
あ

っ
た
。

　

B
　
冬
キ

ャ
ン
プ
集
団

　

ヶ
イ
プ

・
ス
ミ
ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
の
冬

キ

ャ
ン
プ
集

団
の
形
成

は
、

い

か
な
る
経
済
活
動

パ
タ

ン
を
採

用
す

る
か
に
よ

っ
て
、
変
化

し
て
い
た
。

ーワ
ナ
猟
重
点
型
経
済

パ
タ

ン
を
と

る
年

に
は
、
各

々
の
秋

キ

ャ
ン
プ

集

団
は
、
冬

に
な

っ
て
も
そ

の
ま
ま
そ
れ
ぞ

れ
の
ワ
ナ
猟

地
が
あ

る
秋

キ

ャ

ン
プ
地
区

に
と
ど
ま
り
、
そ

こ
で
四
月
末
頃

ま
で
過

し
た
。

こ
の
場
合
、

冬

キ

ャ
ン
プ
集

団
の
規
模

や
構

成
は
、
秋

キ

ャ
ン
プ
集

団

の
そ
れ
と

同
じ

で
あ

っ
た
。

こ
れ

は
、

ワ
ナ
猟

を
効
率

よ
く
行

な
う

た
め
に
は
、
小
規
模

集

団
の
方
が
適

し
て
い
た
か
ら

で
あ

っ
た
。
各

キ

ャ
ン
プ
集

団
は
、

ク
リ

ス

マ
ス
の
時

に
の
み
、

ケ
イ
プ

・
ス
ミ

ス
島
上

の
H
B
C
交
易
所

の
近
く

に
行
き
、
他

の
秋

グ
ル
ー
プ
と
と
も

に

一
時
的

に
大
規
模
な
冬

キ
ャ

ン
プ

を
形
成

し
た
。

　
呼
吸
穴
猟
＝

ワ
ナ
猟
均
衡
型
経
済

パ
タ
ン
や
呼
吸
穴
重
点
型
経
済

パ
タ

ン
を
と

る
場
合

に
は
、

イ

ヌ
イ

ッ
ト
は
冬

キ
ャ
ン
プ
を

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス

島

上
に

一
つ
形
成

し
た
。
特

に
、
呼
吸
穴
重
点
型
経
済

パ
タ
ン
を
と

る
年

に
は
、

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
の
す

ぺ
て
の
秋

キ
ャ

ン
プ
集

団

が
集
結
す

る
以
外

に
、
隣
接
地
域

の
ボ
ブ

ン
グ

ニ
ツ

ッ
ク

・
イ
ヌ
イ

ッ
ト
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季節的キャンプ集団の構成(1934年)

ウガ シウ ピック

　　集団イヤイ ツイ ット集団クー ピック集団

秋 キャンプ1秋 キャンプ2秋キヤンプ3

　　　　　　　　　　　　　　 夏キャンプ1

冬キャンプは、この図の全体から構成されていた。.(年によっては秋キャンプがそのまま

冬キャンプ集団となった。また世帯11は本来、秋キャンプ集団1の 構成部分であったが、

世帯構成に関する詳細が不明のため、この表では省略してある。)

も

こ

の
キ

ャ

ン
プ

に
加

わ

る

こ
と

が

あ

っ
た

[
国
切
O

男
0
8

乙

噂

O
碧

o

ω
巳

号

℃
o
鴇

田

り
c。
＼
ミ

①
お

ω
b。
＼
お
ω
ω
…
切
。。
㊤
c。
＼
ミ

δ

目
㊤
ω
。。
＼
μ
㊤
ω
呂

。

　

こ

の
冬

キ

ャ

ン
プ

は
、

通

常

、

ケ

イ
プ

・
ス
ミ

ス
島

上

に
あ

っ
た
が

、

=

一月

半

ば

か

ら

四

月

末

ま

で

の
間

に
、

ど

こ

で
呼

吸
穴

猟

や

別

の
方

法

に

よ

る

ア
ザ

ラ

シ
猟

を

行

な

う

か

に

よ

っ
て
、

二

回

か

三

回

か

そ

の
位

置

を

か
え

た

ら

し

い
。

H

B

C

の
交

易

所

日
誌

に

よ

る
と

、

一
九

三

三

年

四

月

に

は
約

一
四
〇

名

の

イ

ヌ
イ

ッ
ト
が

、

ケ

イ
プ

・
ス

ミ

ス
島

上

の
冬

キ

ャ

ン
プ

に

い

た
と

い
う

[
国
bd
O

閑
①
O
O
目負

0
ぞ

O

ω
目
津
ゴ

娼
O
ω
け
切
ω
㊤c◎

＼
ミ

①

お

認

＼
お

ω
ω
]
。

当

時

の

ケ

イ
プ

・
ス
ミ

ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト

の
人

口

は
、
カ

ナ
ダ

政

府

の
資

料

に

よ

っ
て

七

二
名

〔
℃
ロ
窪
甘

》
容

臣

く
o
ω
9

建

・

汁

因
O

。。
7

<
。
一
●c。
ω
α
噂
コ

一。
謹

呂

]

と

九

四

名

[
℃
⊆
三

8

》
琴

臣

く
。
・。

O
碧

巴

9

閃
O
。。
9

》
8

。。
心
・。。
α
＼
α
G・
蒔

bd
o
騒
込。
]
と

の

間

で
あ

っ
た

と

推

定

さ

れ

る

の

で
、

約

五
〇

名

以

上

の

ボ
ブ

ン
グ

ニ
ツ

ッ
ク

・
イ

ヌ
イ

ッ

ト

も
、

ケ
イ

プ

・
ス

ミ

ス

の
冬

キ

ャ

ン
プ

に

い
た

ら

し

い
。

ボ

ブ

ン
グ

ニ
ツ

ッ

ク

・
イ

ヌ
イ

ッ

ト

に
関

す

る

デ

ー

タ
は

、

こ
れ

ま

で

の
調

査

で

は
収

集

で

き

な

か

っ
た

の

で
、

本

稿

で

は
、

ケ
イ

プ

・
ス

ミ

ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト

に

関

し
て

の

み

の
デ

ー

タ
を

利

用

し

て
再

構

成

し
た

冬

キ

ャ

ン
プ

集

団

を
提

示

す

る

(図

1
)

。

　

冬

キ

ャ

ン
プ

集

団

の
構

成

は
、

図

1

の
冬

キ

ャ

ン
プ

に
示

す

通

り

で
あ

り

七

つ
の
秋

キ

ャ

ン
プ

集

団

(
二
〇

世

帯

)

か
ら

構

成

さ

れ

て

い

た
。

一

見

し
た

と

こ

ろ
、

こ

の

キ

ャ

ン
プ

集

団

は
、

三

つ
の
独

立

し

た
親

族

集

団

か

ら
な

り
、

そ

の
う

ち

二

つ

の
親

族

集

団

は
、

婚

姻

に

よ

っ
て
結

び

つ

い

た

い
く

つ
か

の
小

規

模

の
親

族

集

団

か

ら

構

成

さ

れ

て

い
た
。



173　 接触＝ 伝統期にお けるカナ ダ ・イヌイッ トのキ ャンプ集団の構成 原理 につい て

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図1　 ケイプ ・ス ミス ・イヌイッ トの.

マ ニ ー ツ イ ッ ト

〈 集団/
クーラック＝

ヒングア ック集団ナ イ ト・ハ ーバー集団1

秋 キャンプ6　 秋 キャンプ7秋キャンプ4

ナイ ト・ハーバー

　　 集団2一
　秋キヤンプ5

夏キ ヤンプ2夏キャンプ3

▲世帯主　　　1～20　 世帯/世 帯主番号世帯

　

冬

キ
ャ

ン
プ
集

団
の
構
成
上
、
興
味
深

い
点

は
、
図

1
の
秋

キ
ャ
ン
プ

2
、

3
、

6
お
よ
び

7
集

団
の
中
心
人
物

は
、
そ
れ
ぞ
れ
血
縁
関
係

に
よ

っ
て
結
ば
れ

て
お
り
、
拡
大
家
族

(
の

一
部
)

で
あ

る
と
考
え
ら
れ

る
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
拡
大
家
族
集
団

は
、
婚
姻

に
よ

っ
て
、
秋
キ

ャ
ン
プ

ー

集
団

に
結
び

つ
い
て
お
り
、
秋
キ

ャ
ン
.フ
ー
、

2
、

3
、

6
、
お
よ
び

7

集
団
が

ヶ
イ
プ

・
ス
ミ
ス
島
上

の
冬
キ

ャ
ン
プ

の
中
核
的
親
族
集
団
を
形

成
し
て
い
た
。
秋
キ

ャ
ン
プ

4
は
、

二

つ
の
拡
大
家
族
が

婚
姻
を
通

し
て

形
成

さ
れ
、

秋
キ

ャ
ン
プ

5
は

一
つ
の
拡
大
家
族

か
ら
形
成
さ
れ
て

い
た
。

従

っ
て
、

冬
キ

ャ
ン
プ
集
団

の
構
成
を
み
る
と
、
複
数

の
拡
大
家
族

か
ら

形
成

さ
れ

て
い
た
と
言

え
よ
う
。
ま
た
、
血
縁
関
係
や
婚
姻
関
係
が
、
集

団
形

成

の
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て

い
る
こ
と

は
事
実

で
あ

っ
た
が
、
秋

キ

ャ
ン
プ

4
や

5
が
冬

キ
ャ
ン
プ

の
構
成
集
団
で
あ
る

こ
と

か
ら
も
わ

か

る
よ
う
に
、

他

の
要
因
も
、
冬
キ

ャ
ン
プ
集
団
形
成

に
関
与
し

て
い
た
こ

と
が

分
か
る
。

　

大
規
模
な
冬

キ
ャ
ン
プ
集
団
形
成

の
他

の
要
因
と

し
て
、
冬
場

の
生
業

と
し
て
イ

ヌ
イ

ッ
ト
が
呼
吸
穴
猟
を
行
な

っ
て

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

呼
吸
穴
を
利
用

し
た

ア
ザ

ラ
シ
猟
で

は
、
捕
獲
頭
数
を
最
大

に
す

る
た
め

に
は
、
多
数

の

ハ
ン
タ
ー
を
必
要
と

し
た
か
ら
で
あ

っ
た

[
国
目ω
田
o
》
護

お
。。
己
。

こ

の
た
め
、
他

の
季
節

に
は
隣
接
地
区

で
生
業
活
動
を
行

な

っ

て

い
た
相
互
に
親

族
関
係
が
無

い
キ
ャ

ン
プ
集

団
が
集
結

し
、
冬

キ

ャ
ン

プ
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
大
規
模
な
冬

キ
ャ

ン
プ

は
、
食
物
分
配

(
ho
o
島

魯
碧
ぎ
αQ
)

の

最
大
単
位

で
も
あ

っ
た
。

一
九

三
三
年

は
ア
ザ

ラ
シ
猟
が
不
振

の
年

で
あ
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っ
た
が

、

一
頭

の

ア

ザ

ラ

シ
が

一
四

〇
名

余

り

の

イ

ヌ
イ

ヅ
ト

に
よ

っ
て

分

配

さ

れ

た

こ
と

が

記

録

に
残

っ
て

い

る
[
国
切
O

国
。
8

目
P

O
巷

。
ω
ヨ
一
・

昏

娼
o
珍

切
ω
㊤
c。
＼
β。
＼
O

お

。。
卜。
＼
ト
㊤
ω
ω
]
。

さ

ら

に
、

こ

の

キ

ャ

ン

プ

集

団

は
、

社

交

や
娯

楽

と

し

て

の
ゲ

ー

ム
大

会
が

と

り

お

こ
な

わ

れ

る

最

大

の
単

位

で
も

あ

っ
た

。

　
C
　

春
キ

ャ
ン
プ
集
団

　
春

キ
ャ
ン
プ

の
期
間

は
、

五
月
頃

か
ら
七
月
頃
ま

で
で
あ

っ
た
。

四
月

の
終
り

に
な
る
と

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス
島
上

に
形
成
さ
れ

て
い
た
大
規
模

な

冬

キ
ャ
ン
プ

は
、
規
模
や
構
成

に
お
い
て
秋

キ
ャ
ン
プ
集
団
と

ほ
ぼ
同

じ

集
団

へ
と
分
れ
た
。

　

こ
れ
ら

の
キ
ャ
ン
プ
集
団

は
、

五
月
頃

に
は
、

ヶ
イ
プ

・
ス
ミ

ス
島

上

な

い
し
そ

の
周
辺

の
い
く

つ
か
の
キ

ャ
ン
プ
地

に
分
散
し
、
固
定
氷

の
ふ

ち
で
の
ア
ザ

ラ

シ
猟

に
従
事

し
た
り
、
昼
寝
中

の
ア
ザ

ラ
シ
を
と

っ
た
り
、

湖
や
川
で
氷
上

か
ら

ホ

ッ
キ

ョ
ク
イ

ワ
ナ
や
陸
封
性

ホ

ッ
キ

ョ
ク
イ
ワ
ナ

を
取

っ
た
。

六
月

に
は
、
秋

の
キ
ャ
ン
プ
地
区

へ
と
帰
り
、
七
月

の
定
期

船

の
来
航
ま

で
、

ア
ザ

ラ
シ
猟
や
漁

労
に
従
事

し
た
。

　
ま
た
、
夏

に
備
え
て

カ
ヤ

ッ
ク

(
ア
ザ

ラ
シ
皮
を
張

っ
た

小

型

ボ

ー

ト
)
を
新

た
に
製
作

し
た
り
、
補
修

し
た
り
す

る
た
め
に
複
数

の
春

キ

ャ

ン
プ
集
団
が
、
短
期
間
集
合

し
、
比
較
的
大
き
な
協
労

キ
ャ

ン
プ
集

団
を

い
く

つ
か
形
成
す

る
こ
と
も
あ

っ
た
。

D
　
夏
キ
ャ
ン
プ
集
団

　
七
月

に
海
氷
が
と
け
る
と
、
春
キ

ャ
ン
プ
地

に
分
散
し
て

い
た
イ

ヌ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
(6
)

ッ
ト
は
、
カ
ヤ

ッ
ク
や
ピ

ー
タ
ー

ヘ
ッ
ド

・
ボ
ー
ト

に
乗

っ
て
、
ケ
イ
プ

.

ス
ミ
ス
島

へ
と
帰

っ
て
き
た
。

夏

に
、
イ

ヌ
イ

ッ
ト
が

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス

島

へ
帰

っ
て
き

た
理
由
は
、
南

か
ら

の
定

期
船
が

や

っ
て
く
る

の
を
待

っ

こ
と
と
、
同
島
周
辺

に
回
遊
す
る
多
数

の
ホ
ッ
キ

ョ
ク
イ

ワ
ナ
を
捕
る
た

め
で
あ

っ
た
。
そ

し
て
、
同
島

上
に
は
、
三

つ
の
夏

キ

ャ
ン
プ
が
形

成
さ

れ
た
。

　
夏
キ

ャ
ン
プ
集
団
1

の
構

成
は
、
図
1
で
示
す
通
り
、
秋

キ

ャ
ン
プ
ー
、

2
お
よ
び
3
か
ら
成

っ
て

い
た
。

こ

の
夏
キ

ャ
ン
プ
集
団
は
、

一
〇

世
帯
、

　
　
　
　
　
　

(7
)

四

二
名
か
ら
な
る
が
、

そ

の
内

容
は
、
婚

姻

に
よ

っ
て
関
係
づ

け
ら
れ
た

三

つ
の
拡

大
家

族
か
ら
形
成
さ
れ
て

い
た
。

　
夏
キ

ャ
ン
プ
集
団

2
は
、
図
1
で
示
す
通
り
秋
キ

ャ
ン
プ
集

団
6
と

7

か
ら
成
立

っ
て
い
た
。

そ
し
て
こ

の
四
世
帯
は
、

一
つ
の
拡
大
家

族

の

一

部
で
あ

っ
た
。

　
夏
キ

ャ
ン
プ
集
団

3
の
構
成
は
、
表

1
上

の
秋
キ

ャ
ン
プ

4
と
5
と

い

う

ナ
イ

ト

・
ハ
ー
バ

ー
地
区
で
秋
キ

ャ
ン
プ
を
形
成
し
て

い
た

二
つ
の
独

立
し
た
親
族
集
団
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
の
拡
大
家

族

(
秋
キ

ャ
ン
プ

5
)
と
婚
姻

に
よ

っ
て
結
び

つ
い
た

二
つ
の
拡
大
家
族

(
秋
キ

ャ
ン
プ

4
)
と
が
地
縁

に
基
づ

い
て
結
び

つ
け
ら
れ
て

い
た
。
秋

キ

ャ
ン
プ

4
と
5

の
成
員
で
あ

っ
た
世
帯
主

12
、

13
や
15
は
、
も
と
も
と

は
ボ
ブ

ン
グ

ニ
ツ

ッ
ク
/
イ

ヌ
ジ

ュ
ア

ッ
ク
と

い
う
南

の
出
身
で
あ

り
、

ウ
ン
ガ
バ
湾

の
カ
ン
ギ

ス
ジ

ュ
ア

ッ
ク
と

い
う
北

の
出
身
で
あ
る
他

の
世

帯
主

(
例
え
ば
、

9
、

6
、

5
、

7
、

2
、

3
な
ど
)
と

は
、

一
九

三
四
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年

当
時
、

相
対
的

に
社
会
的
距
離

を
保

っ
て

い
た
。

一
方
、

秋
キ

ャ
ン
プ

4
と
5
と
で
は
、
親
族
関
係
は
な
か

っ
た
も

の
の
、
同

一
地
方

の
出
身
で

あ

る
上
に
、
秋

期
や
春

期
に
は
近
接

地
域

で
狩
猟

や
ワ
ナ
猟

活
動

に
従
事

し
て
い
た
た
め
、

他

の
秋
キ

ャ
ン
プ

集
団
と
比

べ
、
比
較
的

よ
く
、

カ
ヤ

ッ
ク
づ
く

り
や
白

イ

ル
カ
狩
猟
を
協

同
し
て
行

な
う

こ
と
が

あ

っ
た
。

　
以
上

か
ら
分

か
る
よ
う

に
、
夏

キ
ャ
ン
プ
集
団

1
は
、

三

つ
の
秋
キ

ャ

ン
.フ
集

団
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
た
が
、
そ

の
構
成
原

理
は
、

血
縁
と
婚
姻

関
係

で
あ

っ
た
。
夏

キ
ャ
ン
プ
集
団

2
の
場
合

は
、

二

つ
の
秋
キ

ャ
ン
プ

集

団
か
ら
形
成
さ

れ
て
い
た
が
、
そ

の
構

成
原
理
は
血
縁

関
係
で
あ

っ
た
。

一
方
、
夏

キ
ャ
ン
プ
集
団

3
は
、

二

つ
の
秋

キ
ャ

ン
プ
集

団
か
ら
構
成

さ

れ
て
お
り
、

こ
の
二

つ
の
間

に
は
血
縁
関
係

は
な
く
、
地
縁

関
係

(隣

接

性
)

に
基
づ

い
て
形
成
さ
れ

て
い
た
。

　

こ

の
三

つ
の
夏

キ

ャ
ン
プ

は
、

七
月
初

め
頃

か
ら
定
期
船
が
来

航
す

る

ま
で
、
約

三
な

い
し
四
週
間
存
続

し
、
そ

の
後

は
、
再
び
秋

キ

ャ
ン
プ
集

団

に
分
散

し
、
九
月
終

り
頃
ま

で
、

ヶ
イ
プ

・
ス
ミ
ス
島

の
周

辺
で
ホ

ッ

キ

ョ
ク
イ
ワ
ナ
漁
と

ア
ザ
ラ

シ
猟

に
従
事

し
た
◎

　
以
上
、

こ
こ
で
は
、

一
九

三
四
年

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
の

事
例
を
用

い
て
、
季
節
的

キ
ャ
ン
プ
集
団

の
周
期
的
変
化
を
概
述

し
た
。

四
　
小
　
結

　
接
触

H
伝
統
期

に
お
け
る

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス

・
イ
ヌ
イ

ッ
ト
社
会

で
可

視
的

で
か

つ
識
別
可
能
な
居
住
集
団

は
、
世
帯
と

キ

ャ
ン
プ
集

団
で
あ

っ

た
。

冬
キ

ャ
ン
プ

に
は
、
ポ
ブ

ン
グ

ニ
ツ

ッ
ク

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
が

加
わ
る

こ
と
も
あ

っ
た
が
、

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
の
社
会

は
、
通
常
、

二
〇
世
帯

(
う
ち
不
詳

一
世
帯
)

か
ら
構
成
さ
れ
て

い
た
。

一
世
帯
あ
た

り

の
平
均
員
数

は
四

・
五
名
で
あ
り
、

一
九
世
帯

の
う
ち

一
七
例
は
核
家

族

か
ら
、

一
例
は
拡
大
家
族
か
ら
、

一
例
は

二
つ
の
核
家
族
か
ら
形
成
さ

れ
て

い
た
。

　

一
世
帯
が
、

一
年
中
、
他

の
世
帯
と
孤
立
し
て
キ

ャ
ン
プ
集

団
を
形
成

す
る

こ
と
は
稀
で
、
他

の
世
帯
と
連
合
し
て
キ

ャ
ン
プ
集
団
を
形
成
し
て

い
た
。

一
年
を
通
じ
て

の
キ

ャ
ン
プ
構

成

の
周
期
的

変
化
を
見
た
場
合
、

秋
キ

ャ
ン
プ
や
春
キ

ャ
ン
プ

の
比

較
的

小
規
模
な
集
団
が

、

一
つ
の
基
礎

的
社
会
単
位
と
し
て
作
動
し
て

い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ

の
基

礎
的
集
団

は
、
ダ

マ
ス
の
い
う
狩
猟
"

ワ
ナ
猟
ベ
ー

ス
キ

ャ
ン
プ

[
U
》
罎
》
ω
目
㊤
。。
。。
]

に
相
当
す

る
が
、

冬
キ

ャ
ン
プ
集
団
や
夏
キ

ャ
ン
プ
集
団
は
、
秋
キ

ャ
ン

プ
集
団
が

連
合
し
て
形
成
さ
れ
て

い
た
Q

　
基

礎
的

社
会
単

位
で
あ
る
秋

キ

ャ
ン
.フ
集
団
は
、
親

子
関
係
、

兄
弟

姉

妹
関
係
、

婚
姻
に
よ

っ
て
形

成
さ
れ
た
義
理

の
兄
弟

お
よ
び
義

理

の
親
子

関
係

(
ミ
蕊
αq
§

神

関
係
)

を
中
心
的
関
係
と
し
て
形
成
さ
れ
て

い
た
◎

冬

キ

ャ
ン
プ
集

団
や
夏
キ

ャ
ン
プ
集

団
の
形
成

や
分

散
は
、

血

縁

関

係

(拡
大
家

族
関
係
)

や
婚
姻
関
係

を
第

一
次
的

と
し
、
地
縁
関
係

を
第

二

次
的
と
す

る
原

理
に
よ

っ
て
秋

キ

ャ
ン
プ
集

団
の
連
合
と

い
う
形

で
形

成

さ
れ

た
。
す

で
に
、

モ
ー
ス

[
寓
b
d
ω
ω
H
O
O
①
]
が
伝
統
時
代

の
イ

ヌ
イ

ッ

ト
社
会

で
は
冬

場
に
は
大
規
模
集

団
が
形

成
さ
れ
、

夏
場
に
は
小
規

模
集

団
が

形
成

さ
れ
た
こ
と
を
指
適

し
た
が
、
接
触

翻
伝
統
期

の

ケ
イ
プ

・
ス

ミ
ス
社
会
も
原
則
的

に
は

こ
の
社
会
形
態

の
変
化

に
対
応

し
て

い
た
。
そ
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し

て
集
団
規
模

や
形
成
期
間

の
変
化

は
、
呼
吸
穴
猟
な
ど
生
業
活
動

の
変

化
や

カ
ヤ

ッ
ク
作

り
の
協
同
労
働

の
必
要

の
有
無
と
密
接

に
関
係

し
て
い

た
。
し

か
し
ま

た
、

こ
の
時
期

に
は
、

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス
島
上

で
の
H

B

C
交
易
所

で
の
ク
リ
ス

マ
ス
の
祝
祭
や
夏

に
年

一
度

だ
け
南
か
ら
や

っ
て

く

る
定
期
船

の
到
来
を
待

つ
た
め

に
、
そ

の
時
期
ま
で

は
見
ら
れ
な

か

っ

た
比
較
的
大
規
模
な
キ

ャ
ン
プ
集
団
が
短
期
間

に
せ
よ
形
成
さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。
さ
ら

に
、
イ

ヌ
イ

ッ
ト
が

集
中
的
な

ワ
ナ
猟

に
従
事
す
る

よ

う

に
な

っ
た
た
め
、
小

規
模

な
キ

ャ
ン
プ

集
団
で
冬

を
過
す
こ
と
も
あ

っ

た
。

　
本
稿

で
は
、

一
九
三
四
年

の
ケ
イ
プ

・
ス
ミ

ス

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト
社
会

の

キ

ャ
ン
プ
集

団

の
季
節
的
変

化
を
紹
介

し
、
各
季
節
的

キ

ャ
ン
プ
集
団

の

構
成
原
理

に

つ
い
て
考
察
を
く
わ
え

て
き
た
。

こ
の
構
成
原

理
を
よ
り
正

し
く
究

明
す

る
た
め
に
は
、
季
節
的

キ

ャ
ン
プ
集
団

の
構
成
と
そ

の
変
化

を
多
時
点

に
お
い
て
時
系
列
的

に
比
較
、
検
討
す

る
こ
と
が

今
後
必
要
で

　
　
　
　
　

(8
)

あ

る
と
思

わ
れ

る
。

(
謝
辞
)
ス
チ

ュ
ア
ー
ト

・
ヘ
ン
リ
先
生
と
小
池

誠
氏

に
は
、

本
稿

に
対
し

貴

重
な

コ
メ
ン
ト
を
賜
わ

っ
た
。
記
し

て
感
謝
す

る
次
第

で
あ

る
。

注(
1
)
　

こ

の

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ー
は
特
定

の
毛
皮
商
人
な

い
し
交
易
所
と

　

の
毛
皮
交
易
を
と
お
し
て
形

成
さ
れ
た
イ

ヌ
イ

ッ
ト
の
集
合
で
、
集

　
団
と

い
う
よ
り
も
群
集

の
よ
う
な
も

の
で
あ

り
、

ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ

　

と
は
、
ホ

ッ
キ

ョ
ク
キ

ッ
ネ

の
ワ
ナ
猟
を
行

な
う
た
め

の
キ

ャ
ン
プ

　

集
団
で
あ

っ
た
。

(
2
)
　

イ

ヌ
イ

ッ
ト
語

で
は
、
春

は
、
夏

も
ど
き
、
秋

は
冬

も
ど
き
と

　

い
う
表
現

を
と
る
o

(
3
)
　

ホ

ッ
キ

ョ
ク
キ

ツ
ネ
は
、

ほ
ぽ

四
年

周
期
で
、
そ
の
数
が

増
減

　

す

る
。

(
4
)
　

一
九
三
三

・
三
四
年

の
ケ
イ
プ

・
ス
ミ

ス
島

の
H
B
C

の
交

易

　

所

日
誌

に
は
、
交
易
相
手

の
イ

ヌ
イ

ッ
ト
の
名
前
、
だ

れ
と

だ
れ
が

　

連

れ
だ

っ
て
交
易
所
を
訪

ね
て
き

た
か
や
、
秋

や
夏
な

ど
に
だ
れ
が

　

ど

の
地
域

で
キ

ャ
ン
プ
を
行
な

っ
て
い
た
か
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、

カ
ナ
ダ
連
邦
政
府

の
人

口
登
録

の
た
め
、

イ

ヌ
イ

ヅ
ト
の
出

　

生
年

(死

亡
年
)

や
登
録
番
号
が
、
各

々
の
ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス

・
イ

　

ヌ
イ

ッ
ト
に

つ
い
て
記
録
が
残

っ
て
い
る
Q
筆
者

は
、

こ

れ

ら

の

　

デ

ー
タ
を
、

一
九
八

六
年
当
時
、

八
〇
才
、
七

六
才
、

お
よ
び

六
六

　

才

の
男
性
と

の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
で
得

た
系
図
、
世
帯
構
成
な
ど

に
関

　

す

る
情
報
と
を
総
合
的

に
比
較
検
討
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
季
節

キ

ャ

　

ン
プ

の
再
構
成
を
行
な

っ
た
。

(
5
)
　

H
B
C
交
易
所

の
記
録

(
一
九

三
四
)

に

よ

る
と
、

○
昌
。
一涛

　

と

い
う

ハ
ン
タ
ー
の
名
が

み
ら
れ

る
が
、
筆
者

に
ょ
る
イ

ン
タ
ビ

ュ

　

ー
調
査

で
は
、

こ
の
人
物
と
彼

の
家
族

に

つ
い
て
の
情
報
を

入
手
す

　

る
こ
と
が

で
き

な
か

っ
た
。

(
6
)
　

ピ
ー
タ
ー

ヘ
ッ
ド

・
ボ
ー
ト
と

は
、

カ
ナ
ダ

や
英

国
で
製
作

さ

　

れ
た
中
型

の
先

端
が
と
が

っ
た
木
製
船

舶
で
あ

る
。
有
能

な

ワ
ナ
猟
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師

の
イ

ヌ
イ

ッ
ト
は
、
毛

皮
交

易
で
蓄
積
し
た
蓄

え

に
よ

っ
て
、

こ

　

の
ボ

ー
ト
を
購
入
し
た
。

(
7
)　

こ
れ
は
、
不
詳

の

一
世
帯
を
除
外
し
た
数
値

で
あ

る
。

(
8
)
　

ケ
イ
プ

・
ス
ミ
ス

・
イ
ヌ
イ

ッ
ト
の
居
住
集
団
構
成

に

つ
い
て

　

は
、

一
九

五
九
年

(
切
麟
一貯
9

の
フ
ィ
ー
ル
ド

ノ
ー
ト
)
、

一
九

七

　

三
年

(い
9
〈
巴
,d
づ
署
.
調
査

隊
の

フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク

の
結
果
)

お

　

よ
び

一
九
八
六
年

(
岸
上

の
フ
ィ
ー

ル
ド

ノ
ー
ト
)

の
デ

ー
タ
が

存

　

在
し
、
今
後

、
時

系
列
比
較

を
行

な

い
た

い
。
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